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 中間テストまであと１週間ちょっと。各教科でテスト範囲が発表されていること

でしょう。１年生の英語の授業で、テストについて説明すると、「そんないっぱい単

語覚えられません」と多くの人に言われました。 

 そこで今回は、英語の単語の覚え方について、「心構え」編と「テクニック」編に

わけてお伝えします。 

皆さんは、どの状態になれば、「英単語を覚えた」と自信をもっていえますか？例

えば、「自分で１００問テストの単語が全て覚えられたとき」とか「１００問テスト

で１００点とれたとき」などが挙げられます。しかし、英単語を覚えることの究極

のゴールは、それを使って、英語で外国人とコミュニケーションをとれるようにな

ったということだと思います。何万語覚えていようと、実際のコミュニケーション

で使えなければ何の意味もありません。 

それから、人間は忘れる生き物です。１０００個覚えて、半年後、その１０００

個を覚えている人なんてほとんどいません。それは英単語だけでなく、漢字や歴史

などもそうではないでしょうか？ 

「見る」「声に出す」「書く」というのが単語学習の３つの方法です。 

(１)英単語を見て、日本語の意味を頭の中で繰り返す。 

(２)日本語を隠して、もう一度その英単語を見て、日本語の意味を言ってみる。 

(３)日本語を見て、英語を発音してみる。 

(４)英語を隠して、日本語を見て、英単語を書いてみる 

(５)書いた英単語のスペルをしっかり見直す。 

はじめは３単語ずつなど、短い区切りで繰り返す。段々１回で覚える単語数を増や

していくと良い。 

⇒色んな覚え方を英語の先生はお持ちだと思うので、色んな先生に聞いてみて、自分にあった覚え方をマスタ

ーしよう！意外と英語の先生以外の先生の方が良い方法をお持ちだということもありますよ。 



参加費は無料です。参加を希望する人は至急、各学年の英語の先生に申し出てください。(先着順です) 


